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 ぼくは、ぎんいろの１８ばんバスにのりました。きょうもみんなといっしょです。 

でも、せきがあまりあいていません。 

 「みんなはこっちにのっていいよ。ぼくは、うしろのほうにのるからいいよ。」 

ぼくだけうしろのせきにのりました。 

 「はっしゃします。」 

うんてんしゅさんのこえで、バスがブルンと音を立ててしゅっぱつします。 

 バスは、ゆっくりすすみます。ときどき、ガタンとゆれたり、シュウッと音を立ててとま

ったりします。とちゅうで、ピンポンと音がなるととまります。ぼくは、（きょうもちかく

になったらピンポンおすぞ）とおもっていました。 

 「ぼく、ぼく。」 

だれかがぼくのからだをゆすっています。 

 「ねちゃったんだね。ぼくは、どこでおりるんだったかな。」 

ぼくは、びっくりしました。いつもうんてんせきにすわっているうんてんしゅさんが、ぼく

におはなしをしていたからです。ぼくは、いつのまにかねむってしまっていました。 

 「いつもは、でぐちばしでおりるんだけど、まちがえてねてしまいました。ごめんなさい。」 

ぼくは、あやまりました。うんてんしゅさんは、 

 「だいじょうぶだよ。おじさんこそ気づかなくてごめんねえ。」 

と、やさしくわらいながらいいました。 

 「でぐちばしのほうなんだね。ちょっとまっててね。」 

そういうと、うんてんしゅさんは、だれかとでんわでおはなしをはじめました。ぼくは、（か

えれないかもしれない。どうしよう）と、しんぱいでしんぱいで、ずっとおじさんのほうを

見ていました。おじさんがぼくのほうへきました。 

 「いまからおくっていこうね。でぐちばしのほうでいいんだね。」 

といいました。ぼくがうなずくと、ブルンと音をたててバスがはしりだしました。 

 「つぎは、でぐちばし。つぎは、でぐちばし。」 

ぼくは、ピンポンをおしました。 

 「けんた、どうしておそかったの。」 

バスをおりると、おかあさんがまっていてくれました。ぼくは、うんてんしゅさんがおく

ってくれたことをはなしました。そして、おかあさんと、 

 「うんてんしゅさん、ありがとう。」 

といいました。うんてんしゅさんは、 

 「おかあさんとあえてよかたったなあ。またバスにのってね。」 

といいました。ぼくはえがおで、 

 「うん。こんどはねません。」 

といいました。うんてんしゅさんは、にっこりしました。 

 「はっしゃします。」 

バスは、ブルンと音をならしてはしっていきました。 

 「うんてんしゅさん、ありがとう。」 

ぼくは、はしっていくバスをずっとみながらバイバイしました。 


